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研塑性設計法による座屈および後座屈解析塑性設計法は、
変形を簡易な形で仮定し、現象を理解しながら構造物の塑
性変形を推定する手法である。
当初は崩壊荷重の推定に用いられる手段として開発され
たが、⾃動⾞等のエネルギ吸収性能評価を目的として、圧
縮時の大変形解析にも用いられるようになった。
また、異⽅性近似を用いて塑性座屈の解析にも用いられ
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構造物の座屈および構造物の座屈および構造物の座屈および構造物の座屈および
塑性加工におけるしわ評価塑性加工におけるしわ評価塑性加工におけるしわ評価塑性加工におけるしわ評価

専門分野：専門分野：専門分野：専門分野：材料力学材料力学材料力学材料力学､､､､破壊破壊破壊破壊

技術協力・相談分野：技術協力・相談分野：技術協力・相談分野：技術協力・相談分野：金属加工時のしわ，割れ､構造物の強度

また、異⽅性近似を用いて塑性座屈の解析にも用いられ
る。
そのような塑性設計法を種々の変形問題に応用する。
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左は円筒,右は角筒の軸圧壊による座屈前後の様子
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